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ミケリーノ・ダ・ベゾッツォ
「聖カタリナの神秘の結婚」
1420年頃

問い
(1)イエスが右手に持っ
ているものは何か

(2)この場面はどこで起
こっているか？

(3)二人の男性は見つめ
ながら、何の役割を果
たしているのか？



問(1)イエスが右手に持っているものは何か?



薬指に指輪をはめようとしている

↓
指輪の力



指輪の力

結婚の意志表明と拘束力

聖母像に指をはめた若者の話

↓

「現実的な精神の持ち主には、こういう結婚
は神がかり的で、子供向けに見えるが、神秘
家や宗教の理想に燃えた人には、レベルの高
い黙想と肉の否定とをあわせた絶頂なの
だ。」（P. F. Baum）



神秘的な結婚：カトリック公式見解

(1)人間に対する神からの愛は、結婚の比喩で
語られる。

(2)人間が守る純潔は、夫であるキリストへの
捧げ物と考えられる。【肉の否定】

(3)女性の聖人が、キリストと結婚する幻視体
験をする。【レベルの高い黙想】



聖女カテリナの幻視体験

「聖女カテリナが自分の部屋で熱心に祈っている
と、栄光の王であるキリストが、豪華な服をま
とって、多くの天使と聖人たちを引き連れて、目
の前に現れた。キリストは本物の指輪を聖女に付
けて、聖女を花嫁として迎えたことのあかしとし、
忠実にキリストを愛し続けるなら大いなることを
聖女のためにしようと約束された。我らの主キリ
ストが消えると、聖女は即座にこの幻視は霊的な
意味で理解されるものだとわかった。聖女は神速
から改心し、花婿であるイエス・キリストへの深
い神聖な愛と温かい敬いを抱くようになった。」
（ Marius Sepet）



成人キリス
トとの結婚

バルナ・ダ・シエーナ
「聖カタリナの神秘の
結婚」

1340年



幼子キリストとの結婚

ヴェロネーゼ「聖カタリナの神秘の結婚」1575年



結婚相手が幼子？

文書：成人
「栄光の王であるキリストが、豪華な服をまとって、多く
の天使と聖人たちを引き連れて、目の前に現れた。」

図像：いずれも幼子



ハンス・メムリング「聖カタリナの神秘の結婚」1479年



ピントルッチォ

「聖カタリナの神秘の結婚」

1480年頃



ロレンツォ・ロット「聖カタリナの神秘の結婚」1506-7年



結婚相手は幼子

ドメニコ・ベッケフーミ

「聖カタリナの神秘の結婚」

1521年頃



コレッジョ

「聖カタリナの神秘の
結婚」

1520年頃



バルナ・ダ・シエーナ

「聖カタリナの神秘の結婚」

1531年



グエルチーノ

「聖カタリナの神秘の結婚」

1620年



赤ん坊との結婚

性的な交わりがない
ことの証明

↓
「純潔を守る」

(1)最高の独身は神的
な結婚

(2)性的交わりは汚れ

性欲の抑圧



性欲抑圧の幻視体験

キリストとの肉体的接触を幻視
「娘よ、あなたはわたしに会いたいと強く望んでいる。あなたはベッドに
いるとき、わたしを大胆に、新婚の夫としてまた愛する恋人として、さら
に愛しい息子として抱いてもよい。」マージェリー・ケンペ(15世紀イングランドの
聖女)

↓
＜肉の代替体験＞？

↓
＜肉の否定＞

肉体の合一

自己意思が神と合一

リベラ「エジプトのマリア」1641年



赤ん坊との結婚：肉体の合一ではない

原罪からの浄化・解放

↓
神秘的合一への希求

(1)浄化

（悔い改め・自己否定・謙虚）

A. 自己意志による精進

B. 神からの愛の力

↓
1. 「似て非なる領域」に入る

2. 神の似姿を獲得する



結婚：愛の炎

(2)光明 illumination
A) 祈りにより心に火が付く。

B) 神への愛へと燃えあがる。

「意思は、真理の聖霊からは
霊感を受け、愛の炎からは火
が付けられる。……神への愛は、
妻が夫に抱く愛のようなもの
である。」
（クレルヴォーの聖ベルナルドゥス『「雅歌」説
教』）



結婚：愛の熱烈さ・純粋さ・貞潔さ

(2)光明 illumination
A) 祈りにより心に火が付く。

B) 神への愛へと燃えあがる。

燔祭を捧げた祈り

セバスティ
アーヌス

二人のアモルに射
られるセバスティ
アーヌス



結婚：自己意思が神と合一へ向かう愛

「魂は王[＝神]の腕の

中で安らぎ、眠るが、
魂の奥底では秘匿され
た真理の領域に細心の
注意を払っている。」
（ベルナルドゥス同上）

↓

1. 肉体感覚がない

2. 内的感覚が神に奪
われている



赤ん坊との結婚：敬虚DEVOTION

聖人崇敬
(1)現世利益

→迷信
(2)範例としての摸倣

→孝愛piety
「キリストとの合一」

（エラスムス『戦うキリスト者の提要』）

↓
＜生まれ変わった私＞



新人 NOVA CREATURA

「肉に従ってキリストを知っていたとしても、
今はもうそのように知ろうとはしません。だ
から、キリストと結ばれる人はだれでも、新
しく創造された者なのです。古いものは過ぎ
去り、新しいものが生じた。」（「第二コリント書」5:16-17）

「割礼の有無は問題ではなく、大切なのは、
新しく創造されることです。」（「ガラテア書」6:15）



結婚の二系

肉体的結婚：ローマ系

子孫を産み、殖やす

肉体の交わり＞精神的交わり

神的結婚：キリスト教系

自分自身が生まれ変わる

→範例となって他の人を生まれ変わらせる

神との直接の交わり＞人間との交わり



ミケリーノ・ダ・ベゾッツォ
「聖カタリナの神秘の結婚」
1420年頃

(2)この場面はどこで起こっ
ているか？

玉座の前。

↓
具体的にどこ？

いつ頃？



ラファエッロ
「聖人とともにいる、玉座の聖母子」
1504-05年

時間はイエス生誕の頃

教会の主祭壇画として
描かれる。



マリアと聖人への崇敬

ラファエッロ「システィーネの聖母」
1512年

マリア：
神の母にして、身近な執
り成し手
↓
守護聖人：
職業・名前にちなむ執り
成し手・守り主



＜上智の座＞ THRONE OF WISDOM

人間の母親：

キリストを膝で支える

神の母：

＜神の叡智＞を受肉した座
（子宮）

ジオット「聖人とともにいる、玉座の聖母子」

1305-10年



幼子イエス：結婚から見た聖母と聖女

1. 結婚をする

女性としての安定点

生涯の伴侶を得て

2. 聖母と接点をもつ

産む力の代理を聖母が果たす

母子という個人的関係を擬似構築



神的結婚：私的親密さ

キリストとの私的親密さは皆無

1. 人間としての公の義務を果たす

2. 家族としての責務（子育て・財産管理）か
ら免除



ミケリーノ・ダ・ベゾッツォ
「聖カタリナの神秘の結婚」
1420年頃

(3)二人の男性は見つめな
がら、何の役割を果たして
いるのか？



証人：公の義務

ミケリーノ・ダ・ベゾッツォ
「聖カタリナの神秘の結婚」
1420年頃

(3)二人の男性は見つめな
がら、何の役割を果たして
いるのか？

答え：結婚の証人



Jan 
van Eyck, The betrothal 
of the Arnolfini. 1434

証人



Johannes de eyck fuit hic 
1434



二人の証人

画家は証人の一人

絵は結婚証明書



殉教者

車輪の刑車

フェルナンド・ガ
レッゴ「聖カテリ
ナの殉教」15世紀後半







「雅歌」の再解釈



聖母との諧謔結婚

ユトレヒトの司教





聖母と四聖女

作者不詳「聖カタリナの神秘の結
婚」

1500年頃



参入儀礼としての結婚：

肉縁の確立

異なった家・族が同一の家・族になる

例：王侯貴族の政略婚, ロメオとジュリエット

異質の血を配偶者を通じて混交する

「血統が交差する網の目」（レヴイ＝ストロース）



家族のニ型

権威主義的家族 許容的家族

閉鎖構造 開放構造

個々の具体的・固定的
な役割遂行

一般的・抽象的な機能
遂行

個人の内的葛藤が発生
しやすい

成員間の外的葛藤が生
じやすい

個性の抑圧, 個人的願
望の圧殺

相手との適応と自己願
望との葛藤

制度化・自動化・特殊
化

進歩的・知的・探索的



食と性

食 性

個体の維持 種の維持

備給されないと個体死 充足不足でも個体の生命
に別状はない

主観的な快感達成 主観的な快感達成が生殖
に結びつく

本能的 意識的抑制と精神性



感覚的喜びの肯定

「カナの婚ネし、「放蕩息子の宴」、「大洪
水の前に浮かれ騒ぐ人鄭もなどが先例となっ
て、優雅な道楽者たちが遊び興じる絵カ9生ま
れた。これらにも道徳的な含みがあり、五感
の快楽は罪と破滅に通じることを才割商する。
17刊謙己の風俗画家はこうしたテーマを自分
の甘討セこ移し替え、道楽者に当世風の衣装
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